
◎景気ウォッチャー調査[2018年5月] 

2018年5月の中国地域調査結果の概況 

■景気の現状に対する評価 

 現在の景気を３か月前と比較するとその評価は次のとおりであった。 

 景気の現状判断ＤＩ(合計)は、前月を2.9ポイント下回る47.4となった。 

 分野別にみると、家計動向関連は、「良くなっている」「やや良くなっている」の回答の割合が減少し、「連休中

の大型イベントで来客数は増え、飲食関係は好調であったが、郊外のアウトレットモールのオープンもあって中心市

街地の商店や大型店は売上の確保が厳しい状況である。」（商店街）、「高付加価値商品を格安で提案しても、グレ

ードの低い商品に客が流れるケースが非常に多い。」（家電量販店）等の理由から、「やや悪くなっている」の回答

の割合が増加したため、前月を2.6ポイント下回る44.7となった。 

 企業動向関連は、「変わらない」の回答の割合が減少し、「新設住宅着工戸数の減少と働き方改革による所得の減

少が重なり、景気がやや悪くなっている。」（木材木製品製造業）等の理由から、「やや悪くなっている」の回答の

割合が増加したため、前月を1.4ポイント下回る53.6となった。 

 雇用関連は、「新規求人数は４月から減少に転じ、新規求職者数が増加しているなかで、５か月間続いた２倍台前

半の有効求人倍率が２倍を少し下回ったものの、企業側からは人手不足との話が引き続き寄せられている。」（職業

安定所）等の理由から、「変わらない」の回答の割合が増加したものの、「良くなっている」「やや良くなってい

る」の回答の割合が減少したため、前月を7.4ポイント下回る52.9となった。 

 

 ５月 ４月 前月差 

合計 47.4 50.3 -2.9 

家計動向関連 44.7 47.3 -2.6 

企業動向関連 53.6 55.0 -1.4 

雇用関連（参考値） 52.9 60.3 -7.4 

 

■景気の先行きに対する評価 

 現在より３か月先の景気の先行きに対する評価は次のとおりであった。 

 景気の先行き判断ＤＩ(合計)は、前月を2.2ポイント下回る50.4となった。 

 分野別にみると、家計動向関連は、「良くなる」「やや良くなる」の回答の割合が減少し、「店の周囲で解体作業

などの工事関係の客が増えているが、相次ぐ競合店出店で来客数は減少する。」（コンビニ）等の理由から、「悪く

なる」「やや悪くなる」の回答の割合が増加したため、前月を3.7ポイント下回る48.7となった。 

 企業動向関連は、「やや悪くなる」の回答の割合が減少し、「夏のイベント開催等で販促を拡大するとの情報があ

り、受注量が増える見込みである。」（広告代理店）等の理由から、「やや良くなる」の回答の割合が増加したた

め、前月を2.2ポイント上回る52.9となった。 

 雇用関連は、「やや良くなる」「やや悪くなる」の回答の割合が同じくらい減少し、「流通分野は新規出店や駅の

再開発などで活況を呈する一方で、製造業は大手自動車メーカーの部品の現地調達が加速し、協力会社もこれに対応

せざるを得なくなり、国内生産は減少するため、裾野が広いだけに市場に与えるインパクトは大きくなる。」（人材

派遣会社）、「人手不足感が依然として高く、来春の新規大卒求人の出足は前年以上に好調で、一般募集で１は求人

者からハローワークへの紹介督促の依頼も増加している。」（職業安定所）等の理由から、「変わらない」の回答の

割合が増加したため、前月と同じ57.4となった。 

 

 ５月 ４月 前月差 

合計 50.4 52.6 -2.2 

家計動向関連 48.7 52.4 -3.7 

企業動向関連 52.9 50.7  2.2 

雇用関連（参考値） 57.4 57.4  0.0 

 


